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〔
判
示
事
項
〕

　

五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
株
式
を
有
す
る
株
主
で
あ
っ
て
代
表
取
締
役

で
あ
る
者
が
、
他
の
株
主
を
排
除
す
る
目
的
で
、
当
初
か
ら
意
図
的

に
、
決
議
の
方
法
が
法
令
・
定
款
に
違
反
す
る
定
款
変
更
決
議
を
行

い
、
そ
の
取
消
し
の
訴
え
の
提
訴
期
間
の
経
過
に
よ
っ
て
自
己
が
単

独
で
株
式
併
合
決
議
を
行
う
こ
と
が
可
能
な
状
況
を
作
出
し
た
上
で
、

そ
の
約
一
か
月
後
に
株
式
併
合
決
議
を
行
い
、
他
の
株
主
が
株
主
総

会
に
出
席
し
な
い
可
能
性
が
高
い
こ
と
お
よ
び
決
議
後
に
そ
の
内
容

の
確
認
を
求
め
ら
れ
る
可
能
性
が
低
い
こ
と
を
利
用
し
て
、
そ
の
者

が
単
独
で
行
っ
た
株
式
併
合
決
議
は
、
そ
の
経
緯
等
に
照
ら
せ
ば
、

決
議
の
方
法
が
著
し
く
不
公
正
な
も
の
で
あ
り
、
会
社
法
八
三
一
条

一
項
一
号
の
決
議
取
消
事
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

少
数
株
主
を
締
め
出
す
こ
と
と
な
る
株
式
併
合
決
議
に
つ
い
て

決
議
方
法
が
著
し
く
不
公
正
な
と
き
に
当
た
る
と
し
て
株
主
総

会
決
議
取
消
し
が
認
め
ら
れ
た
事
例

〔
商
法　

六
五
九
〕

判 

例 

研 

究

︵
東
京
高
判
令
和
五
年
九
月
二
八
日

令
和
四
年
（
ネ
）
第
五
九
九
八
号
株
主
総
会
決
議
取
消
請
求
控
訴
事
件
・
令
和

五
年
（
ネ
）
第
八
八
七
号
同
附
帯
控
訴
事
件
（
上
告
受
理
申
立
て
後
、
最
決
令

和
六
年
三
月
二
七
日
に
よ
り
上
告
棄
却
・
上
告
不
受
理
）

判
例
タ
イ
ム
ズ
一
五
二
二
号
一
二
三
頁
、
金
融
・
商
事
判
例
一
七
〇
二
号
三
六

頁

）
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〔
参
照
条
文
〕

　

会
社
法
八
三
一
条
一
項
一
号

〔
事
　
実
〕

　

Ｙ
株
式
会
社
（
被
告
、
控
訴
人
兼
附
帯
被
控
訴
人
。
以
下
、「
Ｙ

社
」）
は
、
飲
食
店
業
等
を
目
的
と
す
る
公
開
会
社
で
な
い
株
式
会

社
で
あ
っ
て
、
取
締
役
会
を
設
置
し
な
い
会
社
で
あ
る
。
平
成
一
九

年
の
Ｙ
社
設
立
に
際
し
て
、
Ｘ
（
原
告
、
被
控
訴
人
兼
附
帯
控
訴

人
）
と
Ａ
が
、
各
三
〇
〇
〇
万
円
を
出
資
し
株
式
を
五
〇
％
ず
つ
有

す
る
こ
と
と
し
、
Ａ
が
代
表
取
締
役
と
し
て
Ｙ
社
の
経
営
を
担
う
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
平
成
二
〇
年
頃
ま
で
に
Ｘ
（
そ
の
住
所
は

香
港
）
が
持
株
の
一
部
を
譲
渡
し
、
Ｙ
社
の
株
主
構
成
は
、
Ａ
五
〇

％
、
Ｘ
三
八
％
、
Ｂ
一
〇
％
、
Ｃ
二
％
と
な
っ
て
お
り
、
後
述
の
令

和
元
年
総
会
お
よ
び
令
和
二
年
総
会
の
各
基
準
日
に
お
い
て
も
同
じ

構
成
で
あ
っ
た
。
平
成
二
九
年
頃
、
そ
れ
ま
で
協
力
し
て
経
営
に
当

た
っ
て
い
た
Ｘ
と
Ａ
の
関
係
が
悪
化
し
た
。
両
者
の
関
係
が
悪
化
す

る
以
前
か
ら
、
Ｙ
社
に
お
い
て
は
、
議
題
の
記
載
さ
れ
て
い
な
い
招

集
通
知
が
株
主
総
会
の
開
催
日
の
直
前
に
Ｘ
ら
に
送
付
さ
れ
て
お
り
、

Ｘ
ら
が
株
主
総
会
に
出
席
し
た
こ
と
は
な
く
、
株
主
総
会
後
に
決
議

内
容
が
Ｘ
ら
に
通
知
さ
れ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
が
、
Ｘ
ら
が
株
主
総

会
後
に
決
議
内
容
の
確
認
を
Ｙ
社
に
対
し
て
求
め
た
こ
と
は
な
か
っ

た
。

　

Ｙ
社
の
設
立
時
定
款
に
は
、
公
告
方
法
を
官
報
に
掲
載
す
る
方
法

と
す
る
旨
（
四
条
）、
株
主
総
会
を
招
集
す
る
に
は
、
株
主
総
会
の

日
の
三
日
前
ま
で
に
、
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
株
主
に

対
し
て
招
集
通
知
を
発
す
る
も
の
と
す
る
旨
（
一
五
条
一
項
）、
株

主
総
会
の
決
議
は
、
法
令
ま
た
は
定
款
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合

を
除
き
、
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
株
主
の
議
決
権
の
過

半
数
を
有
す
る
株
主
が
出
席
し
、
出
席
し
た
当
該
株
主
の
議
決
権
の

過
半
数
を
も
っ
て
行
う
旨
（
一
七
条
一
項
）、
会
社
法
三
〇
九
条
二

項
に
定
め
る
決
議
は
、
議
決
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
株
主
の

議
決
権
の
過
半
数
を
有
す
る
株
主
が
出
席
し
、
出
席
し
た
当
該
株
主

の
議
決
権
の
三
分
の
二
以
上
に
当
た
る
多
数
を
も
っ
て
行
う
旨
（
一

七
条
二
項
）
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。

　

Ｙ
社
は
、
令
和
元
年
一
二
月
二
〇
日
に
臨
時
株
主
総
会
（
以
下
、

「
令
和
元
年
総
会
」）
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
、
同
日
午
前
一
〇
時
か

ら
Ｙ
社
の
本
店
会
議
室
に
お
い
て
株
主
総
会
（
令
和
元
年
総
会
）
を

開
催
す
る
旨
を
記
載
し
た
招
集
通
知
を
、
令
和
元
年
一
二
月
一
六
日

午
後
七
時
頃
、
東
京
都
内
か
ら
発
し
た
。
同
通
知
に
係
る
書
面
（
以

下
、「
令
和
元
年
総
会
招
集
通
知
」）
に
は
、
議
題
お
よ
び
議
案
に
関

す
る
記
載
は
な
か
っ
た
。
令
和
元
年
総
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
た
三

つ
の
議
案
が
、
唯
一
の
出
席
株
主
で
あ
る
Ａ
の
賛
成
に
よ
り
可
決
さ
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れ
た
。
こ
の
う
ち
、
第
二
号
議
案
は
、
設
立
時
の
定
款
一
七
条
一
項

お
よ
び
二
項
と
同
一
の
文
言
で
あ
る
当
時
の
定
款
一
八
条
一
項
お
よ

び
二
項
の
定
足
数
に
係
る
部
分
を
い
ず
れ
も
「
過
半
数
」
か
ら
「
三

分
の
一
以
上
」
に
変
更
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
以
下
、
第
二
号
議
案

に
係
る
決
議
を
「
本
件
定
款
変
更
決
議
」、
そ
の
他
の
議
案
に
係
る

決
議
と
併
せ
て
、「
本
件
各
決
議
」）。
Ｙ
社
は
、
令
和
元
年
総
会
の

後
、
Ｘ
ら
に
対
し
、
本
件
各
決
議
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
通
知
し
な
か

っ
た
。

　

Ｙ
社
は
、
令
和
二
年
四
月
二
八
日
に
臨
時
株
主
総
会
（
以
下
、

「
令
和
二
年
総
会
」）
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
、
同
日
（
火
曜
日
）
午

前
九
時
か
ら
Ｙ
社
の
本
店
会
議
室
に
お
い
て
株
主
総
会
を
開
催
す
る

旨
を
記
載
し
た
招
集
通
知
を
、
令
和
二
年
四
月
二
四
日
（
金
曜
日
）

午
後
三
時
頃
、
東
京
都
内
か
ら
発
し
た
。
同
通
知
に
係
る
書
面
（
以

下
、「
令
和
二
年
総
会
招
集
通
知
」）
に
は
、
議
題
お
よ
び
議
案
に
関

す
る
記
載
は
な
か
っ
た
。
令
和
二
年
総
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
た
株

式
の
併
合
に
関
す
る
議
案
（
効
力
発
生
日
を
令
和
二
年
五
月
二
九
日
、

同
日
に
お
け
る
発
行
可
能
株
式
総
数
を
一
〇
〇
株
と
し
て
、
普
通
株

式
三
〇
万
株
を
一
株
に
す
る
割
合
の
株
式
の
併
合
を
行
う
も
の
）
が
、

唯
一
の
出
席
株
主
で
あ
る
Ａ
の
賛
成
に
よ
り
可
決
さ
れ
た
（
以
下
、

「
本
件
株
式
併
合
決
議
」）。

　

Ｙ
社
は
、
令
和
二
年
五
月
八
日
、
本
件
株
式
併
合
決
議
に
つ
い
て
、

会
社
法
一
八
〇
条
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
官
報
に
掲
載
す
る
方

法
（
以
下
、
こ
の
方
法
に
よ
る
公
告
を
「
官
報
公
告
」）
に
よ
り
公

告
し
た
が
、
令
和
二
年
総
会
の
後
、
Ｘ
ら
に
対
し
、
本
件
株
式
併
合

決
議
が
さ
れ
た
こ
と
を
通
知
（
同
法
一
八
一
条
一
項
所
定
の
通
知
を

含
む
）
し
な
か
っ
た
。

　

令
和
二
年
五
月
二
九
日
、
本
件
株
式
併
合
決
議
に
係
る
株
式
併
合

（
以
下
、「
本
件
株
式
併
合
」）
の
効
力
が
発
生
し
、
そ
の
結
果
、
Ａ

が
Ｙ
社
の
唯
一
の
株
主
と
な
っ
た
。
本
件
株
式
併
合
に
伴
う
変
更
登

記
が
、
同
年
六
月
二
四
日
頃
、
完
了
し
た
。
Ｙ
社
は
、
同
年
七
月
一

七
日
、
本
件
株
式
併
合
に
伴
い
生
じ
た
端
数
相
当
株
式
の
任
意
売
却

に
つ
い
て
、
裁
判
所
の
許
可
を
得
た
上
で
、
同
月
二
二
日
頃
、
Ｘ
ら

に
対
し
、
同
許
可
に
基
づ
く
任
意
売
却
に
係
る
代
金
の
交
付
先
の
連

絡
を
求
め
る
書
面
（
以
下
、「
本
件
書
面
」）
を
送
付
し
た
。

　

令
和
二
年
七
月
二
七
日
、
Ｘ
は
、
令
和
二
年
総
会
に
お
け
る
本
件

株
式
併
合
決
議
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
訟
を
提
起
し
た
。
そ
の
後
、

令
和
元
年
総
会
に
お
け
る
本
件
定
款
変
更
決
議
の
不
存
在
確
認
ま
た

は
取
消
し
を
求
め
る
訴
え
、
お
よ
び
令
和
二
年
総
会
に
お
け
る
本
件

株
式
併
合
決
議
の
不
存
在
確
認
を
求
め
る
訴
え
な
ど
を
追
加
し
た
。

　

原
判
決
（
東
京
地
判
令
和
四
年
一
一
月
二
八
日
・
金
融
・
商
事
判

例
一
七
〇
二
号
四
五
頁
）
が
、
令
和
二
年
総
会
に
お
け
る
本
件
株
式

併
合
決
議
の
取
消
し
を
認
め
た
こ
と
か
ら
、
Ｙ
社
が
控
訴
し
た
。
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〔
判
　
旨
〕

Ｙ
社
の
控
訴
棄
却

　

令
和
元
年
総
会
の
本
件
定
款
変
更
決
議
に
つ
い
て
は
、
決
議
取
消

し
の
た
め
の
提
訴
期
間
を
経
過
し
て
い
る
と
し
て
取
消
し
を
認
め
な

か
っ
た
が
、
令
和
二
年
総
会
の
本
件
株
式
併
合
決
議
に
つ
い
て
、
以

下
の
よ
う
に
述
べ
て
、
決
議
取
消
し
を
認
め
た
。

①
「
Ｙ
社
の
代
表
取
締
役
で
あ
る
Ａ
は
、
合
計
で
５
０
パ
ー
セ
ン
ト

の
株
式
を
有
す
る
株
主
で
あ
っ
た
Ｘ
ら
を
Ｙ
社
か
ら
排
除
す
る
目
的

で
、
当
初
か
ら
意
図
的
に
決
議
の
方
法
が
法
令
・
定
款
に
違
反
す
る

本
件
定
款
変
更
決
議
を
行
い
、
そ
の
取
消
し
の
訴
え
の
提
訴
期
間
の

経
過
に
よ
っ
て
自
己
が
単
独
で
本
件
株
式
併
合
決
議
を
行
う
こ
と
が

可
能
な
状
況
を
作
出
し
た
上
で
、
そ
の
約
1
か
月
後
に
本
件
株
式
併

合
決
議
を
行
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
Ｙ
社
に
お
け
る

従
前
の
株
主
総
会
の
運
用
状
況
等
を
踏
ま
え
、
こ
れ
と
同
様
の
方
法

で
招
集
通
知
を
発
す
れ
ば
Ｘ
ら
が
株
主
総
会
に
出
席
し
な
い
可
能
性

が
高
い
こ
と
及
び
決
議
後
に
そ
の
内
容
の
確
認
を
Ｘ
ら
か
ら
求
め
ら

れ
る
可
能
性
が
低
い
こ
と
を
予
測
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
を
利
用
し
て

上
記
の
状
況
を
作
出
す
る
た
め
に
、
Ｘ
ら
が
令
和
元
年
総
会
に
出
席

す
る
可
能
性
（
ひ
い
て
は
Ｘ
ら
に
本
件
定
款
変
更
決
議
を
把
握
さ
れ

る
可
能
性
）
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
て
、
令
和
元
年
総
会
へ

の
出
席
が
事
実
上
困
難
と
な
る
開
催
日
の
直
前
に
受
領
さ
せ
る
べ
く
、

議
題
の
記
載
の
な
い
令
和
元
年
総
会
招
集
通
知
を
発
し
た
も
の
と
認

め
ら
れ
る
（
特
に
、
３
８
パ
ー
セ
ン
ト
の
株
式
を
有
す
る
Ｘ
…
…
に

つ
い
て
は
、
出
席
す
れ
ば
「
出
席
し
た
当
該
株
主
の
議
決
権
の
3
分

の
2
以
上
に
当
た
る
多
数
を
も
っ
て
行
う
」
…
…
こ
と
が
必
要
な
特

別
決
議
を
行
う
こ
と
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
っ
た
た
め
、
本
人

の
出
席
の
み
な
ら
ず
、
日
本
に
居
住
す
る
他
の
株
主
へ
の
「
代
理
権

を
証
す
る
書
面
」
の
送
付
を
要
す
る
議
決
権
の
代
理
行
使
…
…
も
事

実
上
困
難
と
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。）。

　

そ
う
す
る
と
、
本
件
定
款
変
更
決
議
に
よ
る
変
更
後
の
定
足
数
を

前
提
と
し
て
Ａ
が
単
独
で
行
っ
た
本
件
株
式
併
合
決
議
は
、
上
記
の

経
緯
等
に
照
ら
せ
ば
、
決
議
の
方
法
が
著
し
く
不
公
正
な
も
の
で
あ

っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
決
議
取
消
事
由
（
会
社
法
8​

3​

1

条
1
項
1
号
）
が
あ
る
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」

②
「
Ｙ
社
は
、
本
件
株
式
併
合
決
議
に
係
る
手
続
に
つ
い
て
、
決
議

に
至
る
ま
で
の
個
々
の
手
続
に
法
的
な
瑕
疵
が
な
い
こ
と
を
強
調
す

る
が
、
…
…
決
議
に
至
る
一
連
の
手
続
の
起
点
と
な
っ
た
本
件
定
款

変
更
決
議
に
法
的
な
瑕
疵
（
定
足
数
不
足
）
が
あ
っ
た
こ
と
、
Ａ
が

こ
れ
を
認
識
し
な
が
ら
意
図
的
に
本
件
定
款
変
更
決
議
を
単
独
で
行

っ
た
こ
と
及
び
そ
の
取
消
し
の
訴
え
の
提
訴
期
間
の
経
過
に
よ
っ
て

自
己
が
単
独
で
本
件
株
式
併
合
決
議
を
行
う
こ
と
が
可
能
な
状
況
を

作
出
す
る
た
め
の
方
策
を
講
じ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
本
件
株
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式
併
合
決
議
に
係
る
決
議
の
方
法
の
公
正
さ
は
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え

て
評
価
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
か
ら
、
決
議
に
至
る
ま
で
の
個
々
の

手
続
に
法
的
な
瑕
疵
が
な
い
こ
と
は
、
本
件
株
式
併
合
決
議
に
係
る

決
議
の
方
法
が
著
し
く
不
公
正
な
も
の
で
あ
っ
た
と
の
上
記
判
断
を

左
右
す
る
も
の
で
は
な
い
。」

③
「
Ｙ
社
は
、
本
件
定
款
変
更
決
議
及
び
本
件
株
式
併
合
決
議
が
Ａ

に
よ
っ
て
単
独
で
行
わ
れ
た
の
は
Ｘ
が
株
主
と
し
て
行
使
可
能
な
権

利
を
行
使
し
な
か
っ
た
結
果
で
あ
る
と
も
主
張
す
る
が
、
Ｘ
が
株
主

と
し
て
の
権
利
を
行
使
し
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
Ｙ
社
が
行
っ
た
著
し
く
不
公
正
な
決
議
の
方
法
が
公
正
な
も

の
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
上
、
…
…
本
件
で
は
、
む
し
ろ
、
Ｙ
社
の

代
表
取
締
役
で
あ
る
Ａ
が
、
従
前
の
Ｙ
社
に
お
け
る
株
主
総
会
の
運

用
状
況
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
こ
れ
ら
を
利
用
し
て
Ｘ
ら
が
株
主
と
し

て
の
権
利
（
株
主
総
会
へ
の
出
席
権
等
）
を
行
使
し
な
い
よ
う
な
状

況
を
意
図
的
に
作
出
し
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
Ｘ
が
株
主
と

し
て
の
権
利
を
行
使
し
な
か
っ
た
こ
と
も
、
本
件
株
式
併
合
決
議
に

係
る
決
議
の
方
法
が
著
し
く
不
公
正
な
も
の
で
あ
っ
た
と
の
上
記
判

断
を
左
右
す
る
も
の
で
は
な
い
」

〔
研
　
究
〕

一　

本
判
決
は
、
取
締
役
会
を
設
置
し
な
い
株
式
会
社
（
非
取
締
役

会
設
置
会
社
）
で
、
創
業
当
初
か
ら
の
株
主
が
対
立
し
、
経
営
を
担

当
し
て
い
た
株
主
が
、
他
方
の
株
主
に
知
ら
れ
な
い
間
に
定
款
変
更

を
す
る
こ
と
で
、
単
独
で
特
別
決
議
を
成
立
さ
せ
う
る
状
況
を
作
出

し
、
そ
の
う
え
で
な
さ
れ
た
株
式
併
合
の
た
め
の
株
主
総
会
決
議

（
会
社
法
一
八
〇
条
二
項
）
に
つ
い
て
、
決
議
に
至
る
「
経
緯
等
」

に
照
ら
し
て
、
決
議
の
方
法
が
著
し
く
不
公
正
な
も
の
で
あ
っ
た
と

し
て
会
社
法
八
三
一
条
一
項
一
号
の
取
消
事
由
が
あ
る
こ
と
を
認
め

た
も
の
で
あ
る
。
判
旨
②
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
本
件
株

式
併
合
決
議
自
体
に
法
的
瑕
疵
は
な
い
。
株
式
併
合
に
は
株
主
総
会

特
別
決
議
を
要
し
（
三
〇
九
条
二
項
四
号
）、
こ
れ
を
Ａ
が
株
主
と

し
て
単
独
で
決
議
で
き
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
先
に
、
定
足
数
緩
和

の
定
款
変
更
を
要
す
る
。
定
款
変
更
も
ま
た
特
別
決
議
を
要
し
（
三

〇
九
条
二
項
一
一
号
、
四
六
六
条
）、
Ａ
単
独
で
は
決
議
で
き
な
い

は
ず
で
あ
る
と
こ
ろ
、
判
旨
は
、
Ａ
が
、「
意
図
的
に
」（
判
旨
①
）

決
議
方
法
が
法
令
・
定
款
に
違
反
す
る
本
件
定
款
変
更
決
議
を
行
い

（
定
足
数
不
足
）、
そ
の
取
消
し
の
訴
え
の
提
訴
期
間
経
過
に
よ
っ
て
、

単
独
で
本
件
株
式
併
合
決
議
を
行
う
こ
と
を
可
能
に
す
る
状
況
を
作

出
し
た
と
す
る
。
ま
た
、
本
件
定
款
変
更
決
議
が
な
さ
れ
た
令
和
元

年
総
会
の
招
集
通
知
は
、
開
催
日
の
直
前
に
発
出
さ
れ
た
も
の
で
、

そ
こ
に
は
議
題
の
記
載
も
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
法
令
・

定
款
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
直
前
の
発
出



法学研究 98 巻 7 号（2025：7）

62

と
議
題
不
記
載
と
に
は
、
株
主
総
会
へ
の
本
人
の
出
席
や
議
決
権
代

理
行
使
を
事
実
上
困
難
に
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
し
、
単
独
で
株
主

総
会
決
議
を
行
う
こ
と
を
可
能
に
す
る
状
況
を
作
出
す
る
た
め
で
あ

っ
た
と
す
る
。
決
議
方
法
の
不
公
正
と
し
て
株
主
総
会
決
議
取
消
し

を
認
め
た
裁
判
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　

な
お
、
株
主
の
締
出
し
を
招
来
さ
せ
る
会
社
行
為
の
た
め
の
株
主

総
会
決
議
の
有
効
性
が
問
題
と
な
っ
た
裁
判
例
に
は
、
東
京
地
判
平

成
二
二
年
九
月
六
日
金
融
・
商
事
判
例
一
三
五
二
号
四
三
頁
（
全
部

取
得
条
項
付
種
類
株
式
の
取
得
）、
東
京
地
判
令
和
三
年
一
月
一
三

日
金
融
・
商
事
判
例
一
六
一
四
号
三
六
頁
（
株
式
併
合
）
お
よ
び
そ

の
控
訴
審
東
京
高
判
令
和
三
年
九
月
二
一
日
金
融
・
商
事
判
例
一
六

三
九
号
一
三
頁
、
札
幌
地
判
令
和
三
年
六
月
一
一
日
金
融
・
商
事
判

例
一
六
二
四
号
二
四
頁
（
株
式
併
合
）
な
ど
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に

お
い
て
は
、
会
社
法
八
三
一
条
一
項
三
号
の
取
消
事
由
該
当
性
が
争

点
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
（
笠
原
武
朗
「
閉
鎖
会
社
に
お
け
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ア
ウ
ト
の
効
力
の
否
定
」
岩
原
紳
作
先
生
・
山
下
友

信
先
生
・
神
田
秀
樹
先
生
古
稀
記
念
『
商
法
学
の
再
構
築
』〔
令
和

五
年
〕
二
八
九
頁
も
参
照
）。
本
件
で
は
、
こ
の
点
は
問
題
に
な
っ

て
い
な
い
。

二　

令
和
元
年
総
会
の
本
件
定
款
変
更
決
議
の
有
効
性
を
確
認
し
て

お
く
。
同
決
議
は
、
定
款
変
更
決
議
に
要
求
さ
れ
る
定
足
数
を
充
た

さ
な
い
ま
ま
さ
れ
た
決
議
で
あ
っ
た
。
定
足
数
を
欠
い
て
な
さ
れ
た

決
議
が
決
議
取
消
事
由
に
該
当
す
る
こ
と
は
、
判
例
（
最
判
昭
和
三

五
年
三
月
一
五
日
集
民
四
〇
号
三
六
七
頁
）・
通
説
（
岩
原
紳
作
編

『
会
社
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
19
』〔
令
和
三
年
〕
二
六
一
頁
〔
岩
原
〕）

と
も
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
、
本
件
で
は
、
す
で
に
同
決
議
に
つ
い

て
の
提
訴
期
間
を
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
二
年
総
会
開
催

時
点
で
定
足
数
緩
和
の
定
款
変
更
は
有
効
に
な
さ
れ
た
も
の
と
扱
わ

れ
、
令
和
二
年
総
会
の
本
件
株
式
併
合
決
議
に
つ
い
て
は
、
Ａ
単
独

の
決
議
で
定
足
数
に
つ
い
て
の
法
令
・
定
款
違
反
は
な
い
こ
と
に
な

る
。

　

本
件
株
式
併
合
決
議
に
至
る
ま
で
の
個
々
の
手
続
に
法
的
瑕
疵
は

な
い
の
に
、
結
論
と
し
て
、
決
議
の
方
法
が
著
し
く
不
公
正
で
あ
っ

て
取
消
事
由
に
該
当
す
る
と
し
た
の
は
、
判
旨
が
繰
り
返
し
指
摘
す

る
よ
う
に
、
Ａ
が
、
Ｘ
の
排
除
を
実
現
す
る
た
め
、「
株
式
併
合
に

関
す
る
特
別
決
議
を
単
独
で
行
う
こ
と
及
び
こ
れ
を
可
能
と
す
る
た

め
に
そ
の
前
段
階
と
し
て
株
主
総
会
の
定
足
数
を
緩
和
す
る
定
款
変

更
を
行
う
こ
と
を
計
画
し
」（
判
旨
に
引
用
し
て
い
な
い
箇
所
）、
定

足
数
不
足
と
い
う
法
令
・
定
款
違
反
に
当
た
る
瑕
疵
が
あ
る
こ
と
を

認
識
し
な
が
ら
本
件
定
款
変
更
決
議
を
単
独
で
行
い
、
当
該
決
議
に

つ
い
て
提
訴
期
間
経
過
に
よ
り
、
本
件
株
式
併
合
決
議
を
単
独
で
行

う
こ
と
が
可
能
な
状
況
を
作
出
す
る
た
め
の
方
策
を
講
じ
て
い
た
と
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い
っ
た
「
経
緯
等
」
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
Ｘ
排
除
に
向
け
て
、
法

令
・
定
款
違
反
も
厭
わ
な
い
Ａ
の
姿
勢
は
、
不
公
正
性
の
認
定
に
大

き
く
作
用
し
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

三　

判
旨
①
は
、
招
集
通
知
の
発
出
が
開
催
日
の
直
前
で
あ
っ
た
こ

と
、
お
よ
び
議
題
の
記
載
が
な
か
っ
た
こ
と
を
、
不
公
正
性
の
認
定

に
お
い
て
Ｙ
社
に
不
利
な
事
情
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

の
点
は
賛
否
が
分
か
れ
よ
う
。
会
社
法
一
九
九
条
一
項
は
、
非
取
締

役
会
設
置
会
社
の
招
集
通
知
発
信
期
限
に
つ
い
て
、
定
款
で
定
め
れ

ば
一
週
間
を
下
回
る
期
間
と
す
る
こ
と
も
認
め
て
い
る
。
Ｙ
社
も
そ

う
し
た
定
款
規
定
を
置
い
て
い
た
の
で
あ
り
、
本
件
は
、
定
款
で
許

容
さ
れ
る
期
限
ま
で
に
発
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
非
取
締
役

会
設
置
会
社
で
は
、
同
条
四
項
の
反
対
解
釈
か
ら
、
原
則
と
し
て
議

題
通
知
を
要
し
な
い
。
東
京
地
判
昭
和
三
五
年
四
月
二
五
日
下
民
集

一
一
巻
四
号
九
一
四
頁
は
、
当
時
の
有
限
会
社
で
、
議
題
通
知
を
欠

く
社
員
総
会
決
議
の
取
消
事
由
該
当
性
に
つ
い
て
、「
社
員
相
互
間

の
非
公
衆
的
閉
鎖
的
性
質
か
ら
し
て
、
株
式
会
社
の
そ
れ
に
関
す
る

規
定
に
み
ら
れ
る
様
な
会
議
の
目
的
た
る
事
項
の
記
載
が
強
制
さ
れ

て
い
な
い
。
従
つ
て
、
…
…
目
的
た
る
事
項
を
示
さ
ず
し
て
総
会
を

招
集
し
、
総
会
に
お
い
て
議
題
を
提
出
し
て
決
議
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
解
す
る
」
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
会
社
法
立
案
担
当
者
も
、

非
取
締
役
会
設
置
会
社
で
は
株
主
総
会
の
権
限
に
制
限
が
な
く
（
二

九
五
条
一
項
）、
予
め
通
知
し
て
い
た
事
項
以
外
の
事
項
を
決
議
す

る
こ
と
も
妨
げ
ら
れ
な
い
こ
と
（
三
〇
九
条
五
項
参
照
）
か
ら
、
事

前
の
通
知
を
義
務
づ
け
る
こ
と
に
「
そ
れ
ほ
ど
の
意
味
が
あ
る
わ
け

で
は
な
い
た
め
」（
相
澤
哲
＝
細
川
充
「
株
主
総
会
等
」
相
澤
編
著

『
立
案
担
当
者
に
よ
る
新
・
会
社
法
の
解
説
』〔
平
成
一
八
年
〕
七
九

頁
）
と
説
明
し
て
い
た
（
会
社
法
制
定
前
の
議
論
に
つ
い
て
、
鈴
木

千
佳
子
「
取
締
役
会
設
置
会
社
以
外
の
株
式
会
社
に
関
す
る
株
主
総

会
の
法
規
制
」
法
学
研
究
八
二
巻
一
二
号
〔
平
成
二
一
年
〕
一
六
二

頁
参
照
）。
こ
う
し
た
会
社
で
も
、
招
集
通
知
に
つ
い
て
、
よ
り
厳

格
な
定
款
の
定
め
を
置
く
こ
と
も
で
き
る
し
、
少
な
く
と
も
創
業
当

初
の
Ｘ
に
は
、
そ
う
し
た
提
案
を
す
る
こ
と
も
可
能
な
立
場
に
あ
っ

た
は
ず
で
あ
る
（
江
頭
憲
治
郎
『
株
式
会
社
法
第
九
版
』〔
令
和
六

年
〕
五
四
頁
は
、
一
般
論
で
あ
る
が
、「
閉
鎖
型
の
タ
イ
プ
の
会
社

の
株
主
に
な
ろ
う
と
す
る
者
は
、
社
内
に
対
立
が
生
じ
て
も
自
己
の

経
営
参
加
が
確
保
さ
れ
る
、
あ
る
い
は
持
株
等
の
価
値
が
保
障
さ
れ

る
た
め
の
実
務
的
工
夫
…
…
を
こ
ら
す
必
要
が
あ
る
」「
会
社
法
は
、

そ
の
工
夫
を
す
る
た
め
の
定
款
自
治
を
相
当
程
度
認
め
て
い
る
は

ず
」
と
指
摘
さ
れ
る
）。
Ｘ
は
、
少
数
株
主
と
し
て
孤
立
し
て
し
ま

っ
た
わ
け
で
も
な
い
。

　

ま
た
、
判
旨
③
で
、
不
公
正
性
の
認
定
に
お
い
て
、
Ｘ
の
株
主
権

不
行
使
を
同
人
に
不
利
な
事
情
と
は
し
な
い
旨
を
説
示
し
て
い
る
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（
判
旨
に
引
用
し
て
い
な
い
箇
所
で
、
Ｘ
ら
の
株
主
総
会
不
出
席
や
、

Ｘ
ら
が
株
主
総
会
決
議
の
確
認
を
Ｙ
社
に
求
め
る
こ
と
も
な
か
っ
た

こ
と
を
、
Ａ
が
「
奇
貨
と
し
て
」
と
の
表
現
も
み
ら
れ
る
）
が
、
こ

の
点
も
評
価
は
分
か
れ
よ
う
。
株
主
総
会
の
権
限
に
制
限
の
な
い
非

取
締
役
会
設
置
会
社
（
会
社
法
二
九
五
条
一
項
）
の
株
主
は
自
ら
注

意
す
べ
き
で
あ
る
し
、
と
り
わ
け
、
Ａ
と
の
対
立
後
の
株
主
権
不
行

使
は
、
あ
ま
り
に
も
危
険
で
不
用
意
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
で
き

る
。

〔
付
記
〕　

脱
稿
後
、
三
宅
新
「
判
批
」
令
和
六
年
度
重
要
判
例
解

説
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
六
一
〇
号
（
令
和
七
年
）
七
四
頁
に
接
し
た
。

杉
田
　
貴
洋




